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えの機序は未だ完全には解明されていない。近年の研究では、哺乳類では tr a n s ie n t recep tor  













0VX +  E 2群の、エストロゲン補充の方法は、両側卵巣摘出術後7 日より 8•エストラジオール 
5pg/kg/dayの皮下注射を2 8 日間連日行った。O V X +E2群のエストロゲン補充の終了後、3 群の全て 
のラットの血清エストラジオール濃度を測定した。また、皮膚のTRPM 8受容体のm ENAの発現量を
リアルタイムR T -P C R 法で、TRPM 8受容体の蛋白質の発現量をELISA法および免疫組織化学染色
で評価した。なお、免疫組織化学染色の定量的評価方法として、2 光子共焦点レーザー蛍光顕微鏡によ 
る観察下で標本のT R P M 8受容体の染色の強さを、0 点から3 点までの4 段階でスコア化した。統計 
学的解析はGraphPad P r ism を使用し、Mann-Whitney U 検定を用いて行った。
(備考） 1 . 論文内容要旨は、研究の目的•方法•結果•考察•結論の順に記載し、 2 千字 
程度でタイプ等を用いて印字すること。
2 . ※印の欄には記入しないこと。
別紙様式3 の 2 (課程博士 •論文博士共用）
437
(続紙）
[結果】血清エストラジオール濃度は、（WX群ではNON-OPE群と比して有意な低下を認め（P < 0 .  0 1 )、 
両側卵巣摘出術が卵巣の残存なく行われたことが示唆された。ま（こ、0VX+E2群ではOVX群と比して有 
意な上昇を認め（P < 0 . 0 1 ) 、エストロゲン補充も確実に行われたことが示唆された。
次にTRPM8受容体の inRNA発現レベルは、いずれの2 群間でも有意盖を認めなかったが、0VX +E2群 
では OVX群と比して低下する傾向を認めた（p = 0 . 0 8 7 3 )。
しかし、TRPM8受容体の蛋白質濃度に関しては、ELISA法でもいずれの2 群間でも有意差を認めず、 
0V X +E 2群ではOVX群と比して低下する傾向を認めなかった（p = 0 .4 2 6 )  〇また、免疫組織化学染色 
での TRPM8受容体の染色の強さをスコア化したが、いずれの2 群間でも有意差を認めず、OVX群では 
NON-OPE群と比して有意差を認めなかった（p =  0 .2 8 5 7 ) 。





は (WX群と比してTRPM8の mRNAの発現レベルが著しく低下したにもかかわらず、遺伝子レベルの機序 
により0VX+E2群のTRPM8の蛋白質の発現が一定量を維持するように調節された可能性も考えられる。
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